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第１章 緑の基本計画について 

１ 策定の趣旨 

（１）緑の基本計画とは 

「緑の基本計画（以下「本計画」といいます。）」は、都市緑地法第４条に基

づく計画で、都市の自然と地域の特性を把握し、市町村が策定する「緑地の保

全及び緑化の推進に関する基本計画」です。 

 

（２）目的 

都市化が進展した現代社会において、緑は、市民生活に安らぎや潤いをもた

らし、まち並みの風景を形作るとともに、都市のオープンスペースとしてレク

リエーションの場となっています。また、地球規模で進む環境問題、健康や防

災に対する市民意識の高まりなど、市民生活のあらゆる場面で、緑が果たす役

割は大きくなっています。 

このため、緑を取り巻く現状や課題を踏まえつつ、本市が将来にわたって緑

豊かで快適な都市づくりを総合的かつ計画的に進めるための新たな指針を策定

し、市域における緑地の適正な保全や緑化の推進に関する方向性を定めようと

するものです。 

 

（３）対象とする緑 

    本計画では、公園や広場、森林や農地、街路樹などに限らず、海岸や河川な

どの水辺空間、さらには、家庭の生垣や花壇などの幅広い土地や空間を、都市

の緑として位置付けます。 
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２ 計画の位置付け 

（１）計画の位置付け 

本計画は、「市町村の建設に関する基本構想（以下「総合計画」といいます。）」

に即し、「市町村の都市計画に関する基本的な方針（以下「都市計画マスタープ

ラン」といいます。）」に適合するものとして策定するものです。 

また、本計画は、本市が今後策定することとしている「良好な景観の形成に

関する計画（景観計画）」をはじめ、本市及び関係機関の関連計画等との整合を

図る必要があります。 

 

 

■ 本計画の位置付け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合計画 

都市計画 

マスタープラン 

 

緑の基本計画 
 

景観計画 
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（２）理念や上位計画等の整理 

① 市民憲章（平成１７年１０月２日制定） 

    市民憲章は、市民一人ひとりが主体的かつ実践的に「理想的なまちづくり」

に参加するための行動規範として、自然敬愛や環境愛護などを呼びかけていま

す。 

●本文（一部抜粋） 

１ ふるさとの自然を愛し 花と緑の豊かな まちをつくりましょう 

     本市は、美しい砂浜の青い海、清らかな川、緑の山々など、天与の豊か

な自然に恵まれています。光市民は、こうした「ふるさとの自然」を心か

ら愛し、共生を図りながら、美しいまちづくりに努めていきます。 

 

② 自然敬愛基本構想（平成１８年２月策定）・自然敬愛都市宣言（平成１８年

３月採択） 

●自然敬愛基本構想の基本理念 

『自然の創造と保全～次世代へ引き継ぐために～』 

      市民一人ひとりがふるさとの豊かな自然環境を守り育て、次世代へ引き

継ぐため、自然の恵みに感謝し、自然を敬愛し、自然の摂理にかなった、

快適でうるおいとやすらぎのあるまちづくり、ふるさとづくりを進めるこ

とを宣言し、基本構想として掲げています。 

 

●自然敬愛都市宣言（一部抜粋） 

    １ 自然の偉大さ、やさしさ、きびしさを知り、自然に学びふれあい、豊か

な心を育みます 

    ２ 美しい緑、清らかな水、さわやかな空気のもと、ふるさとのかけがえの

ない自然を創意と工夫をもって守ります 

    ３ 自然を敬愛する心を養い、はかりしれない自然の恵みに感謝します 
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③ 総合計画 

●基本理念 

『共創と協働で育む まちづくり』 

      本市では、市民やＮＰＯをはじめとする市民活動団体、さらには、地域

の企業がともに協力・連携を図りながら公的な役割を分担することで、全

ての市民がまちづくりの主役となり、ともに手と手を携えながら支えあう

「共創と協働」をまちづくりの基本理念としています。 

 

④ 都市計画マスタープラン 

●将来都市像 

『人の活力と豊かな自然が調和した 多核連携によるコンパクトな都市』 

 

●水とみどりの方針 

      瀬戸内海国立公園に指定され、「日本の渚・百選」などにも選定されてい

る室積・虹ヶ浜海岸や、多くの水鳥が飛来する島田川などの豊かな自然環

境を保全・保護に努めるとともに、市民の憩いの場やレクリエーション空

間として有効的な活用を図るため、水辺の環境軸と森の環境軸を効果的に

つなげるネットワークを形成するなど、多様な視点から、緑あふれる都市

づくりを進めることとしています。 
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３ 計画の対象範囲 

一般的に、「緑の基本計画」は、主として都市計画区域を対象に策定されるも

のですが、本市では、都市計画区域外である牛島においても、県指定天然記念物

のモクゲンジ群生地や市指定天然記念物のタブノキなど、保全すべき緑が数多く

あること、また、牛島全域が県指定の鳥獣保護区特別保護地区になっていること

などから、牛島を含めた光市の行政区域全域を本計画の対象範囲とします。 

 

４ 計画の期間 

本計画は、長期的な緑のまちづくりの将来像を展望して策定するものであり、

策定から２０年後の平成４３年度（２０３１年度）までを計画期間とします。 
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第２章 緑の現況と課題 

１ 市の概要 

（１）位置・地勢 

本市は、山口県の東南部、周南工業地帯の東部に位置し、市の南側は瀬戸内

海、東側に柳井市、田布施町、北側に周南市、岩国市、西側では下松市に接し

ています。東西方向は約１６ｋｍ、南北方向は約１５ｋｍ、総面積は約９２ 

となっています。 

市域の北西部には島田川、北東部には田布施川が流れており、両河川を中心

にまとまった平地が広がっています。また、両河川の上流部には良好な田園地

域が広がるとともに、島田川下流部のデルタ地帯を中心とした瀬戸内海沿岸や

岩田駅周辺には市街地が形成されています。 

 

■ 市の位置 
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福岡県 

広島県 
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下松市 
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（２）気候 

本市は温暖な気候に恵まれており、平成１４年度以降、年間平均気温は１５

～１６℃程度で推移しています。年間総雨量も全国平均に比べて少なく、瀬戸

内海特有の穏やかな気候となっています。 

 

■ 総雨量、平均気温の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：光市統計書 

 

（３）植生の状況 

市街地周辺には、竹林やシイ、カシなどの樹木が植生しており、丘陵地には、

スギ、ヒノキなどの樹木が植生しています。また、海岸には、白砂青松を形成

するクロマツが連なっています。 

特徴的な植生としては、国の天然記念物となっている峨嵋山樹林に、コジイ

群集やウラジロガシなど瀬戸内海本来の暖帯性植物が群生しているほか、牛島

の南斜面にはムクロジ科のモクゲンジが分布しており、群生地は県の天然記念

物に指定されています。また、光市の地名が付けられた固有種として、ニジガ

ハマギクやイワキアジサイが知られています。 
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（４）自然資源の状況 

本市は、瀬戸内の温暖な気候と豊かな自然環境に育まれた、多くの自然資源

に恵まれており、白砂青松の室積・虹ヶ浜海岸や象鼻ヶ岬など風光明媚な海岸

部は瀬戸内海国立公園に、青々とした森が広がる神秘的な石城山を中心とした

山間部は石城山県立自然公園に、それぞれ指定されています。 

 

■ 自然資源 
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（５）人口・世帯数の推移 

本市の人口は減少傾向にあり、平成２２年の国勢調査の結果は 53,004 人と、

ピークの昭和６０年と比較して 5,224 人減少しています。一方、世帯数は増加

を続けており、核家族化が進行していることがうかがえます。 

 

■ 人口・世帯数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：国勢調査 
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（６）土地利用の状況 

① 都市計画区域 

本市は、周南都市計画区域と（仮称）周南東都市計画区域の２つの都市計画

区域に属しています。 

都市計画区域は、計画的な市街化を図るために必要があるときは、市街化を

促進する市街化区域と、市街化を抑制する市街化調整区域の２つの区分（以下

「区域区分」といいます。）を定めることができます。 

周南都市計画区域は、周南市と下松市の各一部とともに、区域区分が定めら

れた、いわゆる線引き都市計画区域となっており、（仮称）周南東都市計画区域

は、周南市（旧熊毛町）の一部とともに、区域区分が定められていない、いわ

ゆる非線引き都市計画区域となっています。 

なお、有人離島である牛島及び無人離島の尾島は、都市計画区域に属してい

ません。 

 

■ 都市計画区域 
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② 農業地域 

    農業振興地域の整備に関する法律に基づいて、市街化区域や用途地域などを

除いた市域の大半が、農業振興地域に指定されています。このうち、集団的な

農地など引き続き農業上の利用を図ることが望ましい土地については、農用地

区域に指定され、他用途への転用の規制や農業基盤の整備などにより、農業の

振興が図られています。 

 

③ 森林地域 

    森林法に基づいて、現況森林のほぼ全域が、市有林を含む地域森林計画対象

民有林に指定されています。このうち、水源のかん養や土砂流出の防備など、

特に重要な森林については、保安林として指定され、木竹の伐採などを厳しく

制限するなど、厳格な保全・保護が図られています。 

 

④ 自然公園地域 

 自然公園法に基づいて、島しょ部及び沿岸部が瀬戸内海国立公園に、石城山

一帯が石城山県立公園に、それぞれ指定されています。また、瀬戸内海国立公

園のうち尾島の全域や、室積・虹ヶ浜海岸、室積半島などは、国立公園の特別

地域に指定され、木竹の伐採や水面の埋め立てなどを厳しく制限するなど、厳

格な保全・保護が図られています。 

 

⑤ 地目別土地利用面積 

都市計画区域内では、住宅用地や商工業用地などの都市的土地利用が 21.4％、

農地や山林などの自然的土地利用が 78.6％を占めています。 

周南都市計画区域においては、市街化区域の都市的土地利用が 79.4％を占め、

特に住宅用地と工業用地の割合が高くなっています。市街化調整区域では、

91.0％が自然的土地利用となっています。 

（仮称）周南東都市計画区域においては、都市的土地利用が 11.8％、自然的

土地利用が 88.2％となっており、自然的土地利用の中でも、山林・水面等の自

然地が多くなっています。 

なお、都市計画区域に属さない牛島及び尾島の面積は 202ha で、牛島港を中

心に集落が形成されていますが、土地利用の大半を山林が占めています。 
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■ 都市計画区域別土地利用面積 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   出典：平成 19 年度都市計画基礎調査業務報告書 

 

⑥ 開発動向 

    平成１３年以降の開発動向を見ると、主に住宅や商業施設の建設を目的とし

た開発行為が、毎年10,000～30,000㎡程度行われています。 

 

 ■ 開発許可面積の推移 
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⑦ 農地転用の状況 

平成１７年以降の農地転用状況を見ると、減少傾向にあり、特に住宅用地や

店舗等への転用が減少しています。一方、農地を山林へと転用する動きが見ら

れます。 

 

 ■ 農地転用の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：光市統計書 

 

（７）施設の状況 

① スポーツ・レクリエーション施設 

市内には、光スポーツ公園や大和総合運動公園をはじめ、多くのスポーツ施

設が点在しています。また、室積・虹ヶ浜海岸、冠山総合公園にはキャンプ施

設も備えられています。両海岸では、夏時期を中心に様々なイベントが数多く

開催されており、レクリエーション機能をもった緑地といえます。 

 

② 防災避難施設 

市内の防災避難施設として、小学校・中学校の体育館などの教育施設や市民

ホール・公民館などの公共公益施設などが指定されています。また、島田川や

海岸沿いの施設は、洪水避難施設、高潮避難施設に指定されています。 

これらの避難施設に付随する緑地や広場も、防災上重要な役割を果たしてい

ます。 
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２ 緑の現況 

（１）緑地の現況 

    本計画では、緑地を都市公園などの施設緑地と、自然公園などの地域制緑地

の２つに大きく分けて、定義付けをしています。 

 

■ 緑の基本計画で扱う緑地の分類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：緑の基本計画ハンドブック 

施
　
設
　
緑
　
地

地
域
制
緑
地
等

都市公園法で規定するもの

緑地保全地域（都市緑地法）
特別緑地保全地区（都市緑地法）
風致地区（都市計画法）
生産緑地地区（生産緑地法）
近郊緑地保全区域（首都圏近郊緑地保全法他）
近郊緑地特別保全地区（首都圏近郊緑地保全法他）
歴史的風土保存区域（古都保存法）
歴史的風土特別保存地区（古都保存法）
景観地区で緑地に係る事項を定めているもの（景観法）
自然公園（自然公園法）
自然環境保全地域（自然環境保全法）
農業振興地域・農用地区域（農業振興地域整備法）
河川区域（河川法）
保安林区域（森林法）
地域森林計画対象民有林（森林法）
保存樹・保存樹林（樹木保存法）
景観重要樹木（景観法）
史跡･名勝･天然記念物等の文化財で緑地として扱えるもの（文
化財保護法）、等

都市公園を除く公共空地、国
民公園、自転車歩行者専用道
路、歩行者専用道路、地方自
治法設置又は市町村条例設置
の公園、公共団体が設置して
いる市民農園、公開している
教育施設（国公立）、河川緑
地、港湾緑地、農業公園、児
童遊園、公共団体が設置して
いる運動場やグラウンド、こ
どもの国、等

学校の植栽地、下水処理場等
の付属緑地、道路環境施設帯
及び植樹帯、その他の公共公
益施設における植栽地、等

公共公益施設に
おける植栽地等

公共施設緑地

都市公園以外で
公園緑地に準じ
る機能を持つ施
設

都市公園

都市公園以外

条例･要綱･契約、協定等による緑地の保全地区や緑化の協定地
区、樹林地の保存契約、協定による工場植栽地、等

緑地協定（都市緑地法）、景観協定で緑地に係る事項を定めて
いるもの（景観法）

市民緑地、公開空地、市民農園（上記以外）、一時
開放広場、公開している教育施設（私立）、市町村
と協定等を結び開放している企業グラウンド、寺社
境内地、民間の屋上緑化空間、民間の動植物園、等

緑
　
地

法によるもの

協定

条例等によるもの

民間施設緑地



15 

 

① 都市公園 

都市公園は、市街化区域及び用途地域に 31 箇所（12.33ha）、市街化調整区域

及び用途白地地域に 5 箇所（44.56ha）となっています。そのうち、住区基幹公

園として、街区公園が 26 箇所（6.78ha）、近隣公園が 1 箇所（2.25ha）、都市基

幹公園として、総合公園である冠山総合公園（12.40ha）と、運動公園である光

スポーツ公園（15.20ha）、大和総合運動公園（12.32ha）が整備されています。

その他に、特殊公園が 2 箇所（4.64ha）、都市緑地（3.30ha）が 4 箇所整備され

ています。 

平成２３年３月末日現在の市民１人あたりの都市公園面積は 10.73 ㎡となっ

ています。 

 

② 公共施設緑地 

公共施設緑地は 147 箇所（62.08ha）となっています。都市公園に準ずる公園

（広場公園等）、ポケットパーク、児童遊園地、教育施設の緑地が多く、市民に

身近な公園緑地として街区公園と同様の役割を担っています。 

 

③ 民間施設緑地 

民間施設緑地は 80 箇所（18.71ha）となっています。特に寺社境内地が多く、

各地域において、歴史ある身近な緑地として保全されています。 

 

④ 地域制緑地等 

農業振興地域が約 7,007ha と、市街化調整区域及び用途白地地域の大部分を

占めています。加えて、保安林区域（約 236ha）、河川区域（約 137ha）、自然公

園（約 192ha）などが広範囲に広がり、本市の豊かな自然環境を形づくってい

ます。また、国指定天然記念物の「峨嵋山樹林」や県指定天然記念物の「牛島

のモクゲンジ群生地」のほか、石城山神籠石や普賢寺庭園、岩屋古墳などの史

跡・名勝も、本市の貴重な自然資源、歴史資源として保全・保護されています。 

一方、室積の千坊台住宅団地では、建築協定によって敷地内緑化が推進され、

良好な住環境を形成しています。 
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■ 施設緑地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※平成 23 年 3 月 31 日現在 

 

■ 地域制緑地等 

 

 

 

 

 

 

 

 

              ※平成 23 年 3 月 31 日現在 

 

面積（ha）

1,761

7,007

589

137

236

0.82

9,141.82

協定 -

27.09

9,168.92地域制緑地等　総計

河川区域

保安林区域

天然記念物・史跡等

法によるもの　計

条例等によるもの

種　別

法
に

よ
る
も
の

自然公園

農業振興地域

うち農用地区域

箇所数 面積（ha） 箇所数 面積（ha） 箇所数 面積（ha）

街区公園 26 6.78 0 0.00 26 6.78

近隣公園 1 2.25 0 0.00 1 2.25

地区公園 - - - - - -

総合公園 0 0.00 1 12.40 1 12.40

運動公園 0 0.00 2 27.52 2 27.52

27 9.03 3 39.92 30 48.95

0 0.00 2 4.64 2 4.64

- - - - - -

4 3.30 0 0.00 4 3.30

- - - - - -

31 12.33 5 44.56 36 56.89

13 4.29 5 8.17 18 12.46

10 0.47 2 0.02 12 0.49

76 3.27 13 0.39 89 3.66

21 40.15 7 5.32 28 45.47

120 48.18 27 13.90 147 62.08

21 5.18 43 6.43 64 11.61

14 6.69 2 0.40 16 7.09

35 11.87 45 6.83 80 18.70

155 60.05 72 20.73 227 80.78

186 72.38 77 65.29 263 137.67

種　別

市街化区域
・用途地域

市街化調整区域
・用途白地地域

計

都市公園　計

都市公園に準ずる公園

ポケットパーク

児童遊園地

その他の緑地

都市公園以外　総計

施設緑地　総計

公共施設緑地　計

寺社境内地

その他の緑地

民間施設緑地　計

都市緑地

緑道その他

住区基幹
公園

都市基幹
公園

基幹公園　計

特殊公園

緩衝緑地
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■ 公園・緑地 
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   ■ 緑地現況図（地域制緑地等）

地域制緑地等 
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（２）緑被の現況 

緑被とは、実際に樹木や草などの緑で覆われている土地です。 

航空写真を用いて抽出した本市の緑被の現況は、7,503.48ha（緑被率

81.61％）となっています。市街化区域及び用途地域には施設緑地や公園緑地、

寺社緑地が点在しており、市街化調整区域及び用途白地地域は樹林地や農地で

覆われています。 

 

（３）緑化の現況 

    緑化の現況については、道路は道路延長中の植樹延長の割合を、その他の施

設は敷地面積中の緑被面積の割合を緑化率とします。 

 

① 道路緑化 

    本市の国道・主要地方道・県道の緑化率は 19.3％、市道のうち自転車通行が

可能な歩道の緑化率は 25.3％となっています。市街地においては、歩道が整備

されている主要幹線道路を中心に、部分的に街路樹等により緑化されています。 

 

② 公共施設緑化 

 市・県が管理する公共施設（61 箇所）の緑化率は 9.4％となっています。 

 

③ 民間施設緑化 

    平成１３年から平成１８年までの５年間に建築された敷地面積が 1,000 ㎡以

上の民間施設の緑化率は 7.4％で、公共施設の緑化率を 2.0 ポイント下回って

います。 

 

■ 道路緑化・施設緑化の状況 

  

 

 

 

 

 

※航空写真による図上計測 

対象路線 道路延長(m) 植樹延長(m) 緑化率(%)

国道・主要地方道・県道 81,306 15,690 19.3

市道（自転車通行可能な歩道） 52,849 13,396 25.3

対象施設 敷地面積(㎡) 緑被面積(㎡) 緑化率(%)

官庁施設、スポーツ・レクリエー
ション施設、社会福祉施設等

435,271 41,015 9.4

対象施設 敷地面積(㎡) 緑被面積(㎡) 緑化率(%)

H13からH18に新築された1,000㎡
以上の民間施設

516,720 38,142 7.4

道路緑化

民間施設緑化

公共施設緑化
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■ 道路緑化の現況 

 

 

 

 

 

 

凡例 

道路緑化 
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（４）緑への取組み 

本市は、瀬戸内の温暖な気候と豊かな自然環境に恵まれており、「森林浴の森日

本１００選」や「日本の渚・百選」、「快水浴場百選」などに選定された白砂青松

の室積・虹ヶ浜海岸や象鼻ヶ岬など、風光明媚な海岸部は瀬戸内海国立公園、県

立室積公園として、また、青々とした森を育む石城山を中心とした山間部は石城

山県立自然公園として指定を受けています。 

こうした、かけがえのない自然を愛し、自然を創造していく心を育むため、本

市では平成１８年３月に全国で初めての「自然敬愛都市宣言」を行いました。こ

の宣言は、本市の豊かな自然環境を守り育て、次世代へと引き継いでいくことを

誓う私たちの強い思いを結集したものであり、この宣言を契機として、山・川・

海の恵まれた自然に対する市民意識をいっそう高め、市民との共創と協働による

自然環境の保全と創造への実践活動を推進しようとするものです。 

さらに、平成１９年３月には、自然敬愛の理念を踏まえた光市環境基本条例を

制定し、市民と行政、事業者が一体となって環境の保全・創造・再生への取組み

を進めています。 
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３ 緑に関する市民意向 

（１）アンケート調査の概要 

本計画や都市計画マスタープランの策定にあたり、市民がどのようなまちづ

くりを望んでいるのかを把握するため、「『都市計画マスタープラン』及び『緑

の基本計画』の策定に向けた市民アンケート調査（以下「市民アンケート調査」

といいます。）」を行いました。 

また、２０年後の光市を担う中学生がどのようなまちづくりを望んでいるの

かを把握するため、「２０年後の『まちづくり』に向けた中学生アンケート調査

（以下「中学生アンケート調査」といいます。）」を行いました。 

 

①「市民アンケート調査」の概要 

●調査対象 

住民基本台帳に記載されている満１６歳以上の人から無作為に抽出した

2,000 人 

●調査期間 

平成２２年１０月１８日～平成２２年１０月３１日 

●回収状況 

配布数 有効配布数① 回収数② 回収率②／① 

2,000 票 1,990 票 980 票 49.2％

 

②「中学生アンケート調査」の概要 

●調査対象 

本市に在住する中学２年生 496 人 

●調査期間 

平成２２年１２月～平成２３年１月 
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③ アンケート調査の結果 

◆公園・緑地に関する満足度と重要度 

「森林や海岸など自然環境の保全」は、満足度と重要度がともに高くなって

います。一方、「身近にある子どもの遊び場の整備・充実」は満足度が低く、重

要度が高くなっており、市民（１６歳以上）からの取組みニーズが高いと考え

られます。 

中学生は、市民（１６歳以上）と比較して全体的に満足度・重要度がともに

高くなっていますが、傾向は市民（１６歳以上）とほぼ同様となっています。 

 

 

【市民（１６歳以上）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中学生】 
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◆緑のまちづくりに関して、優先度が高い取組み 

公共的空間の積極的な緑化と既存の公園施設のリニューアルが、突出して優

先度が高くなっています。 

    次いで、学校などでの学習機会の拡充や、市民と行政の協力連携の優先度が

高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           ※「中学生アンケート調査」には設問なし 

 

◆光市の大切な「緑」について 

本市の大切な「緑」については、市民（１６歳以上）、中学生ともに、海岸・

農地・河川などの自然の「緑」の割合が高くなっています。 

また、中学生は、市民（１６歳以上）に比べると、自然の「緑」をあげる人

が少なく、施設や住宅の樹木・花壇などの「緑」をあげる人が多くなっていま

す。 
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◆「緑」に関して、今後、自身が取り組めること 

市民（１６歳以上）、中学生ともに、庭やベランダでの緑化や身のまわりの自

然の保全など、身近な緑化活動への取組意識が高く、一人ひとりの活動が緑の

まちづくりにつながることが期待できます。 

また、中学生は、市民（１６歳以上）と比べると、その他の様々な活動への

取組意識も高くなっています。 
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（２）ワークショップの実施 

① まちづくり・未来ワークショップ 

計画の策定にあたり、多くの市民と未来のまちづくりを共に考え、市民が思

い描く夢やアイデアを計画づくりに反映できるよう、平成２２年１０月から平

成２３年２月にかけて「まちづくり・未来ワークショップ」を開催し、「住環境

づくり」、「防災まちづくり」、「緑のまちづくり」、「景観まちづくり」の４つの

グループに分かれて、よりよいまちを作り上げていくための具体的な取組みを

話し合いました。 

    「緑のまちづくり」グループでは、「まちの問題」として島田川のアシの繁茂

や室積海岸の砂の侵食、耕作放棄地や竹林の増加、道路の街路樹や雑草などが、

「まちのお宝」として白砂青松の海岸や石城山の草花、冠山総合公園をはじめ

とする各地の公園の花木、市民の主体的な活動などがあげられました。そして、

「人と自然のふれあい仲間づくり」をテーマに、市民・事業者・行政の連携に

よる教育・学習や活動援助など、緑に関わる仲間づくりを支援する方策を考え

ました。 

    また、他のグループでも、防風林となる海岸の松林や島田川のサクラ、各地

の棚田や家の花壇など、防災や景観の観点から緑に関する意見があげられまし

た。 

 

② 地域別まちづくり・きらめきワークショップ 

    「まちづくり・未来ワークショップ」に続き、平成２３年４月から８月にか

けて、市域を東西南北の４地域に分けて「地域別まちづくり・きらめきワーク

ショップ」を開催し、「住環境づくり」、「防災まちづくり」、「緑のまちづくり」、

「景観まちづくり」の４つのグループに分かれて、各地域の課題や特性、目標

や方向性を話し合いました。 

    「緑のまちづくり」グループでは、大切な自然緑地を守りながら、伊藤公記

念公園やコバルトライン、棚田・休耕田の活用や、美しい田園空間の継承、さ

らには草花の植栽や街路樹の改善などの取組みについて意見があげられました。

そして、海や川、森林や農地などの緑と身近にふれあうとともに、多様な生態

系や豊かな景観を育む自然を未来へ伝える方策を考えました。 
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４ 緑の特性と課題 

   緑の将来ビジョンを策定する上で、光市の緑が持つ「強み」と「弱み」をあら

かじめ把握することが重要です。そのため、アンケート調査やワークショップで

の市民の意向も踏まえ、本市の緑の特性と課題を次のように整理しました。 

 

（１）光市の緑の特性 

① 自然の緑 

    瀬戸内海国立公園、県立室積公園、石城山県立自然公園をはじめ、烏帽子岳

や千坊・大峰山などの山の緑と、室積・虹ヶ浜海岸の美しい白砂青松や、島田

川・田布施川周辺に広がる桜並木や田園などの水辺の緑が充実し、良好な環境

を形成するとともに、防風や砂防など防災の役割を担っています。また、国や

県の天然記念物に指定されている峨嵋山樹林や牛島のモクゲンジ群生地、室積

のクサフグ産卵地、さらには固有種であるニジガハマギクやイワキアジサイな

ど、希少性の高い緑を有しています。さらに、近接する山と海岸が一体となっ

て、すぐれた景観や眺望を創り上げています。 

 

② 都市の緑 

    ウメを中心に四季を通じて花木を楽しめる冠山総合公園や、落葉樹に囲まれ

紅葉が美しい伊藤公記念公園など、特色ある公園の緑が市民の目を楽しませて

います。また、光つつじ苑やシャクナゲ苑、あじさい苑などの花が季節に彩り

を添えています。さらに、光スポーツ公園や大和総合運動公園をはじめ、各地

に点在する都市公園やグラウンド、児童遊園地などは、市民の身近な緑として、

散歩やジョギング、各種スポーツなど、健康を育む憩いとレクリエーションの

場として活用されています。 

 

③ 市民の緑 

    地域を象徴する山や水辺の緑は、市民に愛され、市民の手で守られるととも

に、市民の自然敬愛の精神を育んでいます。こうした緑は、地域活動の拠点に

もなっており、地域コミュニティの活性化につながっています。また、クリー

ン光大作戦や白砂青松１０万本大作戦、潮音寺山の里山づくり、花壇コンクー

ルや緑のカーテンコンテストなど、市民の主体的な緑の保全や創出の取組みが

定着しています。さらに、住宅の花壇や生け垣、寺社境内地の鎮守の森など、
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市民に安らぎを与える緑がまちにあふれるとともに、花見や紅葉狩りなどが盛

んに行われ、市民が積極的に緑を楽しんでいます。 

 

（２）光市の緑の課題 

① 自然の緑の課題 

    緑の骨格を形成する山・川・海においては、良好な景観を創り出しています

が、海岸のごみや河川の雑草、竹林の繁茂などによる環境の悪化が懸念されて

おり、適切な保全により、恵まれた豊かな自然を次世代に伝えていくことが必

要です。また、室積海岸の著しい侵食をはじめ、高潮や河川の氾濫、土砂崩れ

などの自然災害が発生しており、こうした災害に対する緑の保全・活用が課題

となっています。 

    また、中山間地域においては、耕作放棄地や鳥獣被害が増加しており、農地

の保全や里山の再生、さらには生態系の維持などが課題となっています。 

 

② 都市の緑の課題 

    冠山総合公園や伊藤公記念公園など、広域的な集客力の高い緑は、交流人口

を増やし、地域の活性化を図るため、機能を充実させることが必要です。 

    また、市民の憩いやスポーツ・レクリエーションの拠点機能をはじめ、居住

環境の快適性の向上、災害時のオープンスペースなど、多面的な役割を担う市

街地の公園や緑地の機能整備が課題となっています。市民アンケートにおいて

も、身近な子どもの遊び場に対する取組みニーズや、既存の公園施設のリニュ

ーアルの優先度が高くなっています。 

 

③ 市民の緑の課題 

 本市が有する特色ある緑を市民福祉の向上につなげるため、緑の価値や魅力

を高め、市民にいっそう利活用される緑として育てていくことが課題となって

います。また、本市では、緑に対する市民の意識が高く、クリーン光大作戦や

花壇コンクールなどの様々な活動が長年にわたり主体的に行われていますが、

今後は、地域住民との協働による身近な公園や児童遊園地の維持管理体制の構

築を図るなど、高い市民意識を背景にした取組みをさらに推進することが課題

となっています。 
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第３章 緑の基本方針 

１ 基本的な考え方 

本計画は、「都市計画マスタープラン」を上位に位置付ける計画であり、緑地

の保全や緑化の推進など緑に関する取組みは、都市づくりを計画的かつ効果的に

進める上で重要な施策の一つです。 

このため、「都市計画マスタープラン」で掲げた都市づくりの目標も踏まえ、

緑のまちづくりを進めます。 

 

都市づくりの目標 

・ 地域集約型都市づくり 

・ 環境共生型都市づくり 

・ 活力創出の都市づくり 

・ 安全・安心の都市づくり 

・ 良好な景観の都市づくり 

 

２ 将来像と目標 

（１）将来像 

「都市計画マスタープラン」に掲げた将来都市像「人の活力と豊かな自然が

調和した 多核連携によるコンパクトな都市」の実現につながる緑のまちづく

りの将来像を次のように定めます。 

 

自然を守り 人とふれあう 水と緑がきらめく都市 

 

緑のまちづくりを通じて、市民生活に多くの恵みを与えてくれる自然への感

謝の心を育むとともに、自然と人間との心豊かなふれあいや自然を介した人間

同士の交流を促進し、自然に対する理解と愛情にあふれる地域社会の実現を目

指します。 

さらに、山・川・海からなる、水と緑豊かな自然と人の営みが織り成す都市

環境を大切に守り、多くの緑で彩られた魅力あふれる都市を創造します。 

 

 



30 

 

（２）目標 

将来像の実現を目指すため、緑のまちづくりの目標を次のように設定します。 

 

① 緑を守るまちづくり 

～いのちを育み、まちを優しく包む緑を守ります～ 

本市は、瀬戸内海国立公園の一角に「森林浴の森日本１００選」や「日本の

白砂青松１００選」などに選定されている室積・虹ヶ浜海岸、県立自然公園に

指定されている幽玄な石城山、水鳥が羽を休める母なる島田川など、豊かな景

観と自然環境に恵まれています。これら先人が守り続けてきたかけがえのない

財産を次世代へ引き継いでいくため、平成１８年（２００６年）に「自然敬愛

都市宣言」を採択し、山・川・海の自然環境を大切に守ることを市民と誓い合

いました。この宣言の理念に沿って、はかり知れない自然の恵みに感謝し、大

切な緑を守り続ける都市を目指します。 

 

○ 都市の骨格となる自然の緑を保全します 

○ 市民主体の美化活動の取組みにより、ふるさとの自然を守ります 

 

② 緑を創るまちづくり 

～みんなで力を合わせ、憩い、楽しむ緑を創ります～ 

公園などの緑地や農地は、市民が充実した余暇を過ごす場や生産の場である

だけでなく、避難施設としての役割や、環境保全や防災などの機能も有してい

ます。また、市街地のポケットパークや街路樹、花壇などの緑は、まちに彩り

を与え、都市に暮らす市民に癒しをもたらします。こうしたことから、地域の

特性に応じた身近な施設等の整備充実や農地の適切な保全を図るとともに、市

民や事業者等との協働による身近な緑化活動を推進するなど、まちぐるみで豊

かな緑を育み、健康で文化的な都市を目指します。 

 

○ 公共施設や民有地の緑化を促進し、緑豊かなまち並みをつくります 

○ 市民や事業者等と協働で、民有地の緑の保全・創出活動に取り組みます 

○ 緑を楽しむための施策を進めます 
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③ 緑を活かすまちづくり 

～身近にふれあい、暮らしとつながる緑を活かします～ 

本市が有する室積・虹ヶ浜海岸や冠山総合公園、伊藤公記念公園などの緑は、

潤いや安らぎの場であると同時に、人々の様々な活動を促し、まちの活性化や

賑わいの原動力となる大切な場でもあります。こうしたことから、緑を通じて、

多くの交流活動を育むことができるよう、個性ある自然の緑や歴史の緑と親し

くふれあえる環境づくりを進めるとともに、環境の保全・保護活動を呼び水に

コミュニティの一体感の醸成を図るなど、既存の機能やストックの効果的な活

用により、多様な緑から価値や活力を生み出す都市の実現を目指します。 

 

○ 多様なニーズに対応した公園施設の充実に努めます 

○ 公園・緑地の多面的活用を図ります 

○ 既存のストックを有効に活用します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑を守るまちづくり 

～いのちを育み、まちを優しく包む緑を守ります～ 

緑を活かすまちづくり 

～身近にふれあい、暮らしとつながる緑を活かします～ 

緑を創るまちづくり 

～みんなで力を合わせ、憩い、楽しむ緑を創ります～ 

自然を守り 人とふれあう 水と緑がきらめく都市 
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３ 将来構造 

（１）将来構造の考え方 

多くの緑に彩られた魅力あふれる都市を創造するため、総合公園や運動公園

などの「拠点」、これらを連絡する機能を担う「軸」、緑地の保全や緑化の推進

などを図る「ゾーン」の３つの要素から緑のまちづくりのあるべき姿を示しま

す。 

 

（２）緑の将来構造 

① 拠点 

○ 緑の拠点 

本市を代表する緑が集積する「冠山総合公園」、「伊藤公記念公園」、「大蔵

池公園」を位置付け、広域的な利用や多世代にわたるニーズに応じた整備・

充実や保全を図ります。 

○ スポーツ・レクリエーション拠点 

「光スポーツ公園」と「大和総合運動公園」を位置付け、健全な心身の発

達や豊かな心の醸成など、市民の健康づくりや多様な余暇活動の拠点として

充実を図ります。 

 

② 軸 

○ 彩りのみち 

市街地の幹線道路や拠点に接続する道路を位置付け、街路樹や花壇、沿線

の自然の緑により、彩りとにぎわいを創出します。 

○ 森の環境軸 

茶臼山から虎ヶ岳にかけての山並みや千坊・大峰山、天登山など市の外縁

部を取り巻く山地や丘陵地を位置付け、保全を図ります。 

○ 水辺の環境軸 

室積・虹ヶ浜海岸に代表される海岸沿いや島田川、田布施川などを位置付

け、保全を図るとともに、水辺を活かした憩いの場を創出します。 

 

③ ゾーン 

○ 自然環境保全ゾーン 

優れた自然環境に恵まれた地域を位置付け、積極的に保護します。 
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○ 森林・丘陵ゾーン 

山林や緑地などに囲まれた地域を位置付け、必要な保全を図るとともに、

自然景観としての多面的な価値を創出します。 

○ 田園ゾーン 

農業の振興を図るための地域を位置付け、農地を適切に維持するとともに、

農業生産基盤の整備を促進します。 

 

■ 将来構造図 
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第４章 緑の配置方針 

１ 機能別の配置方針 

   緑の将来像や目標、将来構造を踏まえながら、「環境保全」、「レクリエーション」、

「防災」、「景観形成」の４つの機能に加え、全国に誇る「おっぱい都市宣言」の

まちとして、緑が持つ重要な役割の一つとして「人材育成」の機能を位置付けま

す。子どもたちをはじめ、誰もが自然について学び、親しみ、ふれあいながら、

自然と共生する心豊かな生活を送るために、緑が果たすべき役割ははかり知れま

せん。こうしたことから、この５つの機能別に緑の配置方針を示します。 

 

機能 配置の視点 

環境保全機能 ① 市をとりまく自然の緑 

② 潤いあふれる水の緑 

③ 暮らしを支える森林の緑 

④ 時代がかおる歴史と文化の緑 

⑤ 命を育む生息地の緑 

⑥ 魅力を生み出す資源の緑 

レクリエーション機能 ① 自然と親しむ憩いの緑 

② 健康を育む緑 

③ 人が集いふれあう緑 

④ 有機的に緑を結ぶ緑 

防災機能 ① 自然災害から守る緑 

② 公害を緩和する緑 

③ 災害に備える緑 

④ 火災を防ぐ緑 

景観形成機能 ① 市の代表的な景観を構成する緑 

② 四季を形づくる緑 

③ 地域のシンボルを育む緑 

④ まちの景観を創造する緑 

⑤ 優れた眺望を誇る緑 

人材育成機能 ① 子育てにやさしい緑 

② 貴重な体験に出会える緑 

③ 自然とふれあいながら遊ぶ緑 

④ 環境教育・環境学習に資する緑 

⑤ 誰もが活動できる緑 
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（１）環境保全機能から見た配置方針 

    環境保全機能から見た緑の配置方針を次のとおり定めます。 

 

① 市をとりまく自然の緑 

室積・虹ヶ浜海岸などの自然海岸をはじめ、島田川や田布施川などの河川か

らなる水辺の環境軸と、茶臼山から虎ヶ岳にかけての山並みや千坊・大峰山、

天登山などの市の外縁を囲む森の環境軸を、都市の骨格をなす緑と捉え、積極

的な保全に努めます。 

また、瀬戸内海国立公園や石城山県立自然公園などの自然公園や、貴重で豊

かな緑を育む、鮎帰、宝来山、岩屋の原生自然環境保全地域や、浅江神社、一

の坂滝、渓月院の自然環境保全地域などは、法や条例の趣旨に基づき、適切な

保護に努めます。 

 

② 潤いあふれる水の緑 

   室積・虹ヶ浜海岸をはじめ、河川の親水空間や大蔵池公園など、山や森林と

近接する親水空間は、居住環境に潤いをもたらす本市の特徴的な緑として、適

切な維持管理と保全に努めます。 

 

③ 暮らしを支える森林の緑 

   中山間地域を中心に広がる森林は、水源のかん養や保水機能、生態系の維持

など、多面的な役割を有していることから、保全に努めます。 

 

④ 時代がかおる歴史と文化の緑 

峨嵋山樹林や石城山神籠石、伊藤公記念公園などの文化財や史跡をはじめ、

各地に点在する寺社境内地などを取り囲む樹林は、貴重な歴史的風土の一部と

して適切な維持・保全に努めます。 

 

⑤ 命を育む生息地の緑 

牛島のカラスバトや室積のクサフグ産卵地、渓月院周辺で見られるギフチョ

ウなど、稀少で多様な野生生物の生息地を形成する樹林地、水辺地、農地等を

積極的に保全し、豊かで特色のある自然生態系の保護に努めます。 
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⑥ 魅力を生み出す資源の緑 

    固有種であるニジガハマギクやイワキアジサイといった地域の名前を持つ植

物や、峨嵋山樹林やモクゲンジ群生地などの市内各地に点在する本市固有の特

色ある緑は、貴重な資源として、自生地も含めた保全を促進します。 

 

■ 環境保全機能から見た配置方針図 
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（２）レクリエーション機能から見た配置方針 

    レクリエーション機能から見た緑の配置方針を次のとおり定めます。 

  

① 自然と親しむ憩いの緑 

    室積・虹ヶ浜海岸や島田川など、市街地の近くにある自然空間は、気軽に花

や水を楽しみ、多様な生物に出会える場として保全に努めます。 

   また、コバルトラインや石城山、虎ヶ岳などは、身近な自然と健やかにふれ

あえるハイキングコースとして、活用促進と維持管理に努めます。 

 

  ② 健康を育む緑 

    光スポーツ公園や大和総合運動公園などの都市基幹公園や街区公園、近隣公

園など、市民が日常的に利用する公園の適正な配置に努めるとともに、市民と

の協働による維持管理を促進し、健康づくりや交流の拠点として活用しやすい

環境の充実に努めます。 

   

  ③ 人が集いふれあう緑 

    観光交流機能を持つ冠山総合公園、室積・虹ヶ浜の海水浴場やキャンプ場、

石城山県立自然公園、また、スポーツ交流機能を持つ光スポーツ公園、大和総

合運動公園などは、人と人がつながる交流の場として、市外からも訪れやすく

楽しめる環境の充実に努めます。 

 

④ 有機的に緑を結ぶ緑 

レクリエーションの利用効果を高めるため、「彩りのみち」をはじめ、公園等

を相互につなげる道路の緑化や河川緑地の活用などを図り、有機的な緑のネッ

トワーク形成に努めます。 
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■ レクリエーション機能から見た配置方針図 
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（３）防災機能から見た配置方針 

    防災機能から見た緑の配置方針を次のとおり定めます。 

 

① 自然災害から守る緑 

    保安林として、防風、防砂などの役割を担う室積・虹ヶ浜海岸の松林の維持・

保全を図るとともに、保水・遊水機能を有する森林や農地は、自然災害を防止

し、市民の安全・安心を守る緑として保全に努めます。 

 

② 公害を緩和する緑 

    国道１８８号や都市計画道路虹ヶ丘森ヶ峠線などの広幅員道路における街路

樹は、騒音や排気ガスによる大気汚染を軽減する機能を有していることから、

その整備・保全に努めます。 

    また、臨海部の工業地帯や工業団地においては、緩衝となる緑の整備・保全

を促進します。 

 

③ 災害に備える緑 

災害時の避難場所として活用できる都市公園などのオープンスペースの適切

な配置・確保を図ります。また、防災上避難路に指定されている国道１８８号

や虹ヶ丘森ヶ峠線等においては、火災の延焼防止や地震時のブロック塀等の倒

壊による被害の減少を目的に、街路樹の植栽や沿線の生垣化を促進します。 

 

④ 火災を防ぐ緑 

本市を縦断する島田川や公園の緑地、公共公益施設のグラウンドや植栽など

は、火災による延焼拡大防止や延焼遅延などの効果があることから、それらを

延焼遮断空間として位置付け、緑化の推進を図るとともに、その整備・保全に

努めます。 
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■ 防災機能から見た配置の方針図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



41 

 

（４）景観形成機能から見た配置方針 

    景観形成機能から見た緑の配置方針を次のとおり定めます。 

 

① 市の代表的な景観を構成する緑 

本市の代表的な景観である室積・虹ヶ浜海岸の白砂青松の緑地景観や、石城

山周辺の歴史資源を包み込む緑地景観、室積地区の風情あるまち並みと調和し

た峨嵋山の緑地景観など、本市を代表する緑の保全に努めます。 

  

② 四季を形づくる緑 

   周防地区や三井地区、束荷地区、塩田地区などの広大な田園風景をはじめ、

島田川の河口や冠山総合公園に咲く花々、四季折々の表情を見せる山々などは、

季節の移ろいを視覚で感じることができる景観として保全に努めます。 

 

③ 地域のシンボルを育む緑 

幽玄な石城山や市街地を一望する茶臼山、島田川中下流域を包む鶴羽山、「周

防橋立」とも呼ばれる象鼻ヶ岬など、地域の象徴的な景観は、まちの魅力を高

めるシンボルとして、保全に努めます。 

 

④ まちの景観を創造する緑 

 市街地の街路樹の維持管理に努めるとともに、公共施設や商工業地、家庭に

おける花壇や生垣は、まちと自然が一体化した景観を生み出す緑として、市民

や企業と協働で普及・促進を図ります。 

 

⑤ 優れた眺望を誇る緑 

    周防灘を眼下に望むコバルトラインや、夕日が映える室積・虹ヶ浜海岸、田

園風景を見渡す石城山など、国立公園や自然公園の美しい眺望を形成する緑の

保全に努めます。 
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■ 景観機能から見た配置方針図 
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（５）人材育成機能から見た配置方針 

    全国で唯一の「おっぱい都市宣言」のまちとして、子どもをはじめとした「人

材育成」の視点から、その配置方針を次のとおり定めます。 

 

① 子育てにやさしい緑 

 子どもたちが集団の中で切磋琢磨しながら仲間意識や創造性を育む児童遊園

地をはじめ、住民相互のコミュニケーションの場でもある街区公園など、子ど

もの情緒豊かな成長と、地域ぐるみの子育てを支える身近な緑の空間の保全に

努めます。 

 

② 貴重な体験に出会える緑 

自然と人間の営みを肌で感じる豊かな体験活動を推進するため、農業振興拠

点施設「里の厨」に付属する農地を活用し、子どもたちをはじめ、高齢者や障

害者も一緒になって農業体験や生産者との交流を図るとともに、青少年の野外

活動の場となる野外活動センター「周防の森ロッジ」周辺の緑の保全に努めま

す。 

 

③ 自然とふれあいながら遊ぶ緑 

 室積・虹ヶ浜海岸や、冠山総合公園における「子どもの森」など、自然とふ

れあいながら遊べる空間の機能充実を図るとともに、子どもたちが安全に「外

遊び」ができるよう、公園遊具の安全の点検や維持管理に努めます。 

 

④ 環境教育・環境学習に資する緑 

 自然の素晴らしさや厳しさ、尊さ、さらには、地球環境や生態系などを総合

的に学ぶ、市民を巻き込んだ環境教育・環境学習の場として、山・川・海の豊

かな自然環境の保全と活用に努めます。 

 

⑤ 誰もが活動できる緑 

 子どもたちをはじめ、高齢者や障害者も活動できる安全・安心な都市公園の

整備を図り、誰もが、来て、観て、楽しめる場として、ユニバーサルデザイン

の視点に立った緑の充実に努めます。 
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■ 人材育成機能から見た配置方針図 
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２ 施設別の配置及び都市緑化に関する方針 

（１）都市公園の整備方針 

都市の基幹的施設である公園緑地について、自然環境や歴史的資源といった

地域の特性を活かした整備に努めます。 

また、高齢者や障害者など市民の誰もが安全で快適に利用できる公園として、

ユニバーサルデザインの視点に立った取組みに努めます。 

 

① 住区基幹公園 

市民の日常の休息、遊び場、運動などの利用に供するとともに、災害時に一

時避難地としての役割を担う住区基幹公園は、市民のニーズに応じた維持管理

等に努めます。 

 

② 都市基幹公園 

都市基幹公園である総合公園や運動公園は、市の中心的なレクリエーション

施設とともに広域避難所としての機能を有した整備に努めます。 

 

○ 総合公園 

冠山総合公園は、市民の憩いの場、自然とのふれあいの場として、梅の名

所となっている梅の里を中心に、四季を通じて花木が楽しめる公園として、

市内外からの多くの来園者など交流人口の増加にもつながることから、機能

の充実に努めます。 

○ 運動公園 

光スポーツ公園や大和総合運動公園は、各種スポーツの競技大会や周辺地

域住民の日常的なスポーツ活動にも利用される運動公園として、機能の向上

に努めます。 

 

③ 特殊公園 

○ 歴史公園 

伊藤公記念公園には、県指定有形文化財・旧伊藤博文邸や伊藤公の生家な

どの歴史的資源や、やまぐち森林づくり県民税を活用し整備された伊藤公の

森などがあることから、地域の憩いの場として、適正な維持管理に努めます。 
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○ 墓園 

西部墓園や大和あじさい苑については、需要を的確に捉え、適正な整備に

努めます。 

 

④ 緑地 

良好な都市環境や安全で快適な歩行者空間を確保するため、既設の緑地空間

等を維持・管理します。 

 

（２）公共施設緑地の整備方針 

安らぎと潤いをあたえてくれる緑を、地域のシンボルとなる公共の緑地空間

として確保・整備します。 

 

① 街路樹 

都市計画道路など幹線道路の街路樹等については、市民力を活用し維持管理

等に努めます。 

 

② 河川 

河川沿いは、水辺の広がりや堤防敷を活かし、景観面に配慮した整備促進に

努めます。 

 

③ 公共施設 

公共施設や小中学校は、人々のふれあいを育む緑の場所として、既存緑地の

適正な維持管理に努めます。 
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（３）民間施設緑地の整備方針 

潤いと緑豊かなまち並みが市内全域に拡がっていくよう、民有地における緑

地空間の確保及び整備を促進します。 

 

① 寺社境内地 

普賢寺や浅江神社、束荷神社など市内に点在する寺社境内地の樹林地や保存

樹は、都市の緑として貴重な機能を有する緑地として保全の促進に努めます。 

 

  ② 住宅地 

既存住宅地については、生垣やガーデニング、緑のカーテン等の普及に努め

ます。 

 

③ その他 

土地区画整理事業、宅地開発、工場建設などについては、有効な配置・形質

の緑地空間が確保できるよう指導に努めます。 

 

（４）地域制緑地等の整備方針 

① 法によるもの 

○ 国立公園 

瀬戸内海国立公園に指定され、「日本の渚・百選」などにも選定されてい

る室積・虹ヶ浜海岸や象鼻ヶ岬、千坊・大峰山等については、本市を代表す

る景勝地であることから、景観構成上重要な緑地として保護に努めます。 

○ 県立自然公園 

石城山県立自然公園に指定され、国指定史跡の神籠石を有する石城山等に

ついては、貴重で豊かな自然資源が残されていることから、景観構成上重要

な緑地として保護に努めます。 

○ 農用地区域 

農用地区域は、自然豊かな田園景観を構成し、また、環境保全、防災機能

を有する重要な緑地であり、保全に努めます。 

○ 保安林及び地域森林計画対象民有林 

保安林及び地域森林計画対象民有林は、良好な自然環境を有し、自然災害

の防止、山並みの景観形成、緑のネットワーク形成など多機能な緑地であり、
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保全に努めます。 

○ 河川区域 

島田川をはじめ市内を流れる二級河川は、都市の骨格を形成する重要な水

辺の緑地であるとともに、市街地の緑と自然性の高い山地を連結する緑地軸

であり、親水空間の確保、自然災害防止などの面から保全に努めます。 

○ 天然記念物、史跡 

国の天然記念物である峨嵋山樹林、市指定の森様社叢や市指定の史跡であ

る岩屋古墳は、自然環境の保全、レクリエーション活動にとって重要である

とともに、本市特有の環境資源であり、保護に努めます。 

 

② 条例等によるもの 

「光市環境基本条例」による原生自然環境保全地域、自然環境保全地域は保

全するとともに、新たな保存樹や保全地域の指定に努めます。 
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第５章 緑のまちづくりの実現に向けて 

 １ 緑のまちづくりの実現に向けて 

本計画に掲げる「自然を守り 人とふれあう 水と緑がきらめく都市」という

将来像は、市民や事業者など、まちづくりを担う多様な主体の参画や関係機関の

協力なくして、実現することは困難です。このため、次の点を踏まえつつ、長期

的な取組みを進めます。 

 

（１）計画の実効性の確保 

本計画は、２０年という長期的な視点に立った方針ですが、その間の社会経

済情勢の変化などにより、緑のまちづくりに対する市民のニーズや価値観が移

り変わっていくことも予想されることから、概ね１０年後を目処に計画の改訂

を検討します。また、「総合計画」や「都市計画マスタープラン」などの上位計

画の見直し等があった場合は、必要に応じて改訂を行います。 

 

（２）協働による取組みの推進 

持続可能な取組みを進めるためには、市民、事業者、行政が理念や目標を共

有し、相互に補完し合いながら、それぞれの役割を果たしていくことが大切で

す。こうしたことから、市民力や地域力を活かした協働型の緑化事業の拡充を

図るなど、多様な主体が緑の創出や保全に主体的に関わることができる環境づ

くりに努めます。 

 

（３）国・県等との連携・協力 

    緑のまちづくりは、各種法令や都市計画制度などとも密接な関わりを持つこ

とから、国や県など関係機関との連携・協力のもと、緑化に係る各種制度の有

効活用や都市公園事業等の円滑な推進に努めます。また、必要に応じて、本計

画の上位計画である「都市計画マスタープラン」に基づき、県等と都市計画や

土地利用等に関する調整を図るとともに、広域的な視点から緑地の保全を効果

的に推進するため、周辺都市との連携の強化に努めます。 

 

（４）総合的な推進体制の確立 

    本計画を着実に推進する上で、市の取組みは最も基本になります。このため、

緑に関する施策は、緑化や公園担当部局だけが手掛けるのではなく、担当部局
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を中心に、環境、農政、防災、教育など多岐にわたる部局が定期的な連絡調整

や情報交換を行うなど、組織を横断した総合的な推進を図ります。 

 

（５）効率的・効果的な事業推進 

社会経済情勢の大きな変化を受けて、国・地方を通じた財政環境は厳しさを

増しており、本市においても健全財政の確保が大きな課題となっています。こ

のため、自然や緑に対する市民の意識やニーズの的確な把握に努め、選択と集

中の観点から緑のまちづくりに関する施策や事業の重点化を図るなど、効率

的・効果的な事業推進に努めます。 

 

 

 

 

 


